
千里森もりクラブ

～豊中に今ある森を
より生態系豊かな森へ～

第18回

「とよなかエコ市民賞」



スタートは？（～2014）

・「ナラ枯れ」調査実施中

市跡「島熊山窯群」南側

（千里緑地第3区）

・暗く荒れた竹林～危険

で調査に入れない。

・鳥の声も聞こえない。



近隣住民より

「何とかして欲しい」

・近隣住民より

「竹林内が荒れている」

「暗い、怖い」

「放置ごみも著しい」



活動前の竹林は？

・密生し人が入れない。

・倒れた竹が折り重なる。

・薄暗く、放置ごみだらけ。



市と相談～整備活動を開始

・市と「自主管理協定」締

結。

・2014年1月～活動開始

・近隣の住民、清掃活動

グループに呼びかけ。



整備計画を立てる（2015，1）

・第3区の東・西２区域の、東側を整
備する。
・整備期間を２０１５年から約9年間
とする。

・検討課題として「竹林とする」「雑木
林とする」「竹林と雑木林の並存と
する」が提起される。



活動開始（第１期整備）

・活動を開始すると近隣からの

参加者徐々に増加

・初めて整備作業を行う人

～小班にわけて作業を実施～



実際の作業は？

・竹の伐採方法確認。

・枝払いの方法確認。

・所定の長さに（玉切

り）する。

・美しく集積する。



作業の手順を共有

伐採⇒枝切り⇒集積



大切なことは

・安全に、楽しく。

・いざの時のためボラン

ティア保険へ加入。

・集積スペースの設置が

重要。



第２期整備（２０１５，７～）



第３期整備（２０１７，４～）



第４期整備（２０１９，３～）



コロナ後の２０２２年より第３区

西側整備に着手（第５期）



そして、今の竹林は
・活動開始から10年

・倒竹、放置竹は一掃

・見通しがよくなり、風

が通る林に

・鳥の声が聞こえ、蝶

も飛ぶ



近隣住民からは

・竹林が美しくなった

・一緒に作業したい

・散歩の路にしている



・オカトラノオ

・ツルボ など

そして広くなった林床には



本来の「雑木林」の先駆けが

・明るい林床にコナラの実生



これからの竹林は・・・

・人の手が入ってこその

里山。

・整備された竹林では若竹。

・もっと先には「竹林と雑木林

並存」や「雑木林」を考えなが

ら活動を継続したい。



千里森もりクラブは新規

会員を募集しています。

「ご清聴」有り難うございました。

～終わり～


